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＜要約＞ 

本研究の結果は,幼児の絵本体験における発達を根底から支えているのが,"想像力"であ

り,しかも,それらの想像力が創造性や発明,発見へとつながっていくことを明らかにした｡

また,絵本を通して子どもたちの想像力を飛糊させるためのポイントをまとめた。 

保育者はどのように絵本を選んだらよいかについて,文については5つのポイント,絵につ

いては 10 のポイントを具体化した｡さらに,絵本の読み方をどのように工夫すればよいか

については,9 つのポイントを具体化した｡最後に,｢ぐりとぐら｣の絵本の実践例から,絵本

を通して生活体験をより広げ,絵本の楽しみをより深めるための保育者の言葉かけや手立

てを明らかにした｡ 

 

＜感想＞ 

本論文では想像力から創造性が生まれていく過程が、ウルトラマンやライト兄弟などの

具体的な例で示されており、とても分かりやすかった。何も知らない状態での読み聞かせ

と、小学校にあがる 6 歳までの幼児の精神発達がいかにめざましいものであるかを理解

したうえでの読み聞かせでは保育者の意識も違い、読み聞かせをした幼児の反応や結果

も違ってくるということがわかった。ぐりとぐらの読み聞かせの実例の部分では、自分た

ちが実際にやろうとしている企画に通じるものがあり、いかにその企画が子どもたちの

想像力を飛躍させるうえで重要なものであるかを理解することができた。 
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